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の
問
題
関
心
の
所
在
に
つ
い
て
の
褒
言
に
す
が
り
、
多
少
と
も
閥
心
の
あ
る
貴

族
制
と
関
す
る
部
分
に
焦
黙
を
し
ぼ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
|
|
そ
れ
も
ま
た

生
半
可
な
も
の
に
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
|
|わ
そ
の
た
め
、
論
評
が
き
わ
め

て
偏
頗
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
讃
者
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
著
者

に
お
わ
び
し
た
い
。
本
評
に
よ
っ
て
本
書
の
意
義
が
媛
小
化
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
の
な
い
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

氏
は
後
記
で
あ
た
ら
し
い
地
卒
に
む
け
て
、
今
後
の
課
題
を
み
ず
か
ら
一
意
欲

的
に
設
定
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
も
ふ
く
め
、
氏
が
ま
す
ま
す
そ
の
研
究
を

設
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
二
十
除
年
の
皐
的
蓄
積
に

非
才
の
身
を
も
っ
て
妄
評
を
く
わ
え
た
こ
と
を
お
わ
び
し
て
、
筆
を
お
き
た
い
。

一
九
八
四
年
二
月
京
都
同
朋
舎

A
5
版

五

九

四

頁

二

一0
0
0固

珠
州
軍
唾
校
連

阿
詑
坦
汗
惇
(
蒙
文
)

若

寛

松

本
書
は
明
末
、
内
蒙
古
土
歎
特
(
吋
ロ
白
色
)
部
主
阿
投
坦
汗
〈
俺
答
汗
。

〉

-gロ
包
玄
ロ
・
一
五

O
七
|
一
五
八
一
年
)
の
蒙
文
俸
記
抄
本
の
影
印
版
と

校
注
翻
刻
版
と
か
ら
成
る
。

こ
の
侍
記
の
原
名
は
、
《
開
門
仏
開
口
回
目
ロ
ロ
E
B
ω
-
5
3
H
E
E
ι
5
M
V
(『
賓
の
澄

明
と
言
う
名
の
史
書
』
)
と
言
う
が
、
又
《
H
W

え
g
Z
D
r
5
3
5
』E
Z
百
口
四
百
-

se吋
》
ハ
『
貨
の
鏡
と
言
う
名
の
線
侍
』
)
と
も
《
【

u
a
s
g豆
島

g
包
三
ロ
ー
ロ

宮
古
〕

FV
ハ
『
材
料
輪
王
ア
ル

タ
ン
1

ハ
ガ
ン
の
停
記
』
〉
と
も
稀
す
る
。

そ
の
撰
者
は
名
不
詳
で
あ
る
が
、
記
述
の
内
容
か
ら
見
て
ア
ル
タ
ソ
1

ハ
ガ

ン
の
側
近
に
居
た
、
併
教
に
明
か
る
い
人
物
(
多
分
一
フ
マ
信
)
と
考
え
ら
れ

る
。成

金
百
時
期
は
、
珠
後
一
晩
(
H
Z『

g
q
m〉
氏
の
推
定
で
は
一

六
O
七
年
春
と
さ

れ
る
(
本
書
、
校
注
者
序
文
、
三
頁
〉
。
そ
の
論
擦
は
概
ね
以
下
の
如
く
記
さ

れ
て
い
る
。
即
ち
、
停
記
中
に
記
さ
れ
た
最
も
遅
い
紀
年
は
丁
未
の
年
(
口
一
々
自

』O
ロ
5

E・
高
暦
三
十
五
年
、
一
六

O
七
年
〉
で
あ
る
か
ら
、
成
書
時
期
も
こ

の
年
も
し
く
は
そ
れ
以
降
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
本
侍
記
中
に
は
ダ

ヤ
ン
i

ハ
ガ
ン
(
0
3
S
ロ
』
3
d
ロ
ズ
サ
イ
ン
日
ア
ラ
ク
l

ハ
ガ
ン

(ωδι
ロ釦
]白「

』mw
『ω
ロ
〉
、
ア
ル
タ
ン
1

ハ
ガ
ン
、
セ
ン
ゲ
H

ド
ゥ
グ
レ
ン
l

ハ
ガ
ン

(
ω
m
ロ問問。

E
m
z
B口
問
官
官
ロ
〉
の
歴
代
ハ
ガ
ン
が
大
位
を
縫
い
だ
年
と
残
年
と
を
い
ず

れ
も
明
確
に
記
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
ナ
ム
タ
イ
H

セ
チ
ェ

ン
l

ハ
ガ
ン

(
Z白
B
E
E
白m
m
m
ロ
A
m
『田口
・
明
史
籍
に
言
う
批
力
克
)
に
関
し
て
は
唯
そ
の
大

位
を
継
い
だ
年
〈
丙
戊
の
年
。
高
暦
十
四
年
、
一
五
八
六
年
)
の
み
を
言
っ

て
、
そ
の
残
年
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
本
俸
記
が
ナ
ム
タ
イ
M

セ
チ

ェ

ン
ハ
ガ
ン
の
在
位
中
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
『
明
史
』
紳
宗

紀
に
擦
れ
ば
、
こ
の
ハ
ガ
ン
の
残
年
は
高
暦
三
十
五
年
夏
四
月
壬
子
(
二
十
日
)

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
見
る
と
、
本
体
記
の
成
っ
た
年
は
寓
暦
三
十
五
年
(
一
六

O
七
年
〉
春
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
濃
い
。
以
上
の
よ
う
に
同
氏
は
論
じ
て

お
ら
れ
る
。

周
知
の
如
く
、
従
来
明
代
蒙
古
史
に
闘
す
る
最
古
の
蒙
文
史
書
と
目
さ
れ
て

来
た
の
は
、
一
六
一
ニ

0
年
代
成
書
と
推
定
さ
れ
る
撰
者
不
明

『
ア
ル

タ
ン
・
ト

プ
チ
(
黄
金
史
綱
〉
』
(
O
邑，

E
E
E印
S
A
C
-
3ロ
勾
巳
岳

g
e
r同
じ
で

あ
る
。
こ
れ
に
比
し
『
阿
技
坦
汗
停
』
は
更
に
約
三
十
年
も
古
い
こ
と
に
な

り
、
明
代
蒙
古
史
に
関
す
る
最
古
の
蒙
文
史
籍
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
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本
俸
記
は
抄
本
の
形
で
存
す
る
が
、
こ
れ
を
所
蔵
す
る
の
は
中
園
で
も
内
蒙

古
自
治
医
祉
舎
科
拳
院
歴
史
研
究
所
の
み
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
に

は
こ
の
文
献
は
存
し
な
い
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
か
ら

(
5・昌
吉
区
河
富
島
・

《
属

g
g包
同
国
凶
H
H
H
B
M

ロ〈
8
5H》
冨

D
2
5・
5
8
3
2唱
・
エ
)
、
文
字

通
り
天
下
の
孤
本
と
言
え
よ
う
。

本
俸
記
は
我
が
園
で
も
貨
は
十
五
年
以
上
も
前
か
ら
そ
の
内
蒙
古
自
治
医
で

の
存
在
の
み
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
こ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
最
近
に
ま
で
到
っ
た
。
六
年
前
、
『
金
園
蒙
文
古
奮
国
書

資
料
聯
合
目
録
』
(
入
省
匡
蒙
古
語
文
工
作
協
作
小
組
緋
公
室
編
、
内
蒙
古
人

民
出
版
社
、
呼
和
浩
特
、
一
九
七
九
年
〉
が
現
れ
て
、
そ
の
第
一
一
一
一

oー
一
二
一

一
頁
に
本
俸
記
も
著
録
さ
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
そ
の
素
性
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
一

九
八
一
年
夏
に
筆
者
は
中
園
蒙
古
史
皐
倉
一
九
八
一
年
年
合
同
及

皐
術
討
論
舎
に
招
か
れ
て
出
席
し
た
が
、
そ
の
折
、
珠
築
嘆
民
か
ら
直
接
に
本

俸
記
出
版
の
魚
、
校
注
テ
キ
ス
ト
と
影
印
版
と
か
ら
な
る
原
稿
を
北
京
の
民
族

出
版
社
に
引
き
渡
し
済
で
あ
る
旨
を
数
え
ら
れ
た
(
拙
稿
「
中
園
蒙
古
史
皐
曾

一
九
八
一
年
年
舎
及
皐
術
討
論
舎
参
加
報
告
」
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
第
十
四
続
、

一
九
八
三
年
、

参
照
)
。

爾
来
そ
の
刊
行
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
こ
と
三

年
有
半
、
今
年
春
節
間
近
に
同
氏
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
本
を
恵
輿
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
同
氏
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。珠

築
曳
氏
は
八
一
年
嘗
時
内
蒙
古
社
倉
科
同
学
院
蒙
古
史
研
究
所
(
現
歴
史
研

究
所
)
副
所
長
の
要
職
に
あ
ら
れ
た
。
八
三
年
秋
筆
者
が
再
び
お
舎
い
し
た
時

は
、
近
く
六
十
一
歳
と
な
る
の
で
返
休
し
て
、
明
代
蒙
古
史
事
典
の
編
纂
に
精

力
を
傾
け
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
事
典
完
成
の
瞬
に
は
江
湖

の
好
評
を
博
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
氏
に
は
明
代
蒙
古
史
に
欄

す
る
幾
多
の
論
文
が
あ
る
が
、
就
中
こ
こ
に
特
記
す
べ
き
は
『
阿
佐
坦
汗
停
』

を
躯
使
し
て
成
っ
た
左
の
論
文
で
あ
る
。

「
従
《
俺
答
汗
惇
》
看
三
娘
子
的
名
字
和
母
家
」
〈
『
中
園
蒙
古
史
皐
舎
論
文

選
集

〈
一
九
八

O
年
〉
』
中
園
蒙
古
史
皐
舎
編
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
呼
和

浩
特
、

一
九
八

一
年
、
所
牧
)
。
こ
の
論
文
で
は
、
ア
ル
タ
ン
1

ハ
ガ
ン
の
妻

の
有
名
な
三
娘
子
に
つ
い
て
、
こ
れ
が

包
括
m
Z
官
官
ロ
と
呼
ば
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
出
自
は
オ
イ
ラ
ト
の
百
吋
『
邑

部
首
領

出
回

m
r
g
Z出
の
娘
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
漢
籍
中
の
ア
ル
タ

ン

の
外
孫
女
と
か
ア
ル
タ
ン
の
孫
の
嫁
と
か
、
果
て
は
宣
大
妓
女
と
す
る
設
を
駁

し
て
い
る
。
以
上
に
関
す
る
考
詮
は
寅
に
周
到
で
開
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

同
氏
の
他
に
も
、
『
阿
技
坦
汗
俸
』
を
論
文
中
に
利
用
し
た
中
園
人
皐
者
が

雨
三
年
来
俄
に
目
立
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
の
論
文
を
思
い
つ
く
ま
ま

に
翠
げ
て
み
て
も
左
の
如
く
多
影
で
あ
る
。

策
麗
貞

「
略
述
阿
勤
坦
汗
」
(
『
中
園
蒙
古
史
間
半
禽
論
文
選
集
〈

一
九
八

O

年〉』〉
、
李
務
雲

「H
大
明
金
園
M

考
」
(
『
内
蒙
古
枇
禽
科
事
』
一
九
八
二
年
第

六
期
)
、
同
「
呼
和
浩
特
建
城
命
名
年
代
考
」
(
『
内
蒙
古
祉
舎
科
皐
』
一
九
八
二

年
第
三
期
)
、
奇
格

ご

部
珍
貴
的
古
代
蒙
古
法
律
文
献
《
阿
助
坦
汗
法
典
》
」

〈
『
内
蒙
古
祉
曾
科
聞
き
一
九
八
三
年
第
六
期
〉
、
簿
一
音
湖
「
俺
答
汗
征
冗
良
恰

史
質
」
(
『
蒙
古
史
論
文
選
集
』
第
二
斡
、
呼
和
浩
特
市
蒙
古
語
文
歴
史
準
曾
編

印
、
呼
和
浩
特
、
一
九
八
三
年
。
原
載
『
内
蒙
古
大
皐
紀
念
校
慶
二
十
五
周
年

皐
術
論
文
集
』
一
九
八
二
年
〉
、
同
「
俺
答
汗
征
街
郭
特
和
撒
位
衛
郭
爾
史
寅」

(
『
蒙
古
史
論
文
選
集
』
第
二
緯
。

原
載
『
内
蒙
古
大
風
平
準
報
』
哲
風
字
社
曾
科
準

版
、

一
九
八
二
年
第
三
、
四
期
)
、
同
「
達
延
汗
生
卒
即
位
年
考
」
(
『
蒙
古
史

論
文
選
集
』
第
二
騰
。
原
誠
『
中
央
民
族
皐
院
皐
報
』
一
九
八
二
年
第
四
期
)
。

以
上
の
中
、
薄
一
音
湖
氏
の
三
本
の
論
文
は
い
ず
れ
も
『
阿
技
坦
汗
侍
』
を
員

cυ 
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正
面
に
据
え
て
そ
の
関
係
記
事
に
考
詮
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
就
中
注
目
す

べ
き
は

「達
延
汗
生
卒
即
位
年
考
」
で
、
本
停
記
に
擦
れ
ば
、

達
延
汗
(
把
禿

猛
可
〉
の
年
代
は
成
化
十
年
甲
午
(
一
四
七
四
年
)
生
、
十
六
年
庚
子
(
一
四

人

O
年
〉
即
位
、
正
徳
十
二
年
丁
丑
(
一
五
一
七
年
)
死
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
氏
は
『
蒙
古
源
流
』
、
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ
』
等
の
蒙
文
史
籍
の

他
、
豊
富
な
漢
文
史
籍
類
を
も
彼
此
検
討
し
た
上
で
、
結
論
と
し
て
『
阿
位
坦

汗
侍
』
の
停
え
る
年
代
に
全
面
的
に
左
祖
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す

る
限
り
、
『
阿
佐
坦
汗
侍
』
と
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ
』
の
各
三
つ
の
紀
年
は

互
い
に
僅
か
一
年
の
差
が
あ
る
だ
け
に
反
し
、
『
蒙
古
源
流
』
は
そ
の
差
が
著

し
く
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

『
阿
投
坦
汗
傍
』
の
書
誌
的
解
題
に
闘
し
て
は
、
既
に
留
金
鎖
氏
に
精
細
な

研
究
が
あ
る
。
そ
れ
は
下
記
の
書
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ロ
国
ロ

l
M
C者。

EUAg『E
-
5
〕

O

笠
宮
Z-
〉

F
E
『巳『
E

R

E
ロ
仏
D
E
L
E
『
R

Y
『
E
c

s
o口問『口一
ICロ
z
z
r目

z
z
m巾
(

。

r
P
5
0口問『
o-IEロ
岱
円
邑
IEロ
rorr-ー口口

』

o
ミ
1p

阿

G
r
s
o
g・
5
吋
由
)
(
留
金
鎖
編
著
『
十
三
世
紀
|
十
七
世
紀
蒙
古

歴
史
編
纂
皐
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
呼
和
浩
特
、
一
九
七
九
年
)
。
本
書
中

の
第
二
寧
が
専
ら
こ
の
潟
に
充
て
ら
れ
、
寅
に
四
十
二
頁
に
及
ぶ
長
篇
を
成
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
本
侍
記
の
記
述
内
容
の
紹
介
に
頗
る
留
意
し
て
お
ら

れ
る
の
で
、
本
体
記
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
必
讃
の
文
献
で
あ
ろ

う
。
震
は
本
体
記
の
文
践
は
韻
文
躍
で
あ
っ
て
、
美
辞
麗
句
を
連
ね
た
ば
か
り

か
、
併
激
的
潤
色
も
加
わ
っ
て
、
難
解
な
語
句
が
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
劉
氏
の
論
文
を
議
め
讃
ん
で
、
停
記
の
概
容
に
通
じ
て

お
く
の
が
停
記
研
究
へ
の
捷
径
で
あ
ろ
う
。

さ
て
『
阿
技
坦
汗
侍
』
白
鶴
の
解
題
に
話
題
を
戻
す
と
、
本
侍
記
抄
本
は
貝

葉
式
の
紙
に
竹
筆
で
書
官
拘
し
た
も
の
で
、
そ
の
枚
数
は
五
十
四
葉
(
即
ち
百
八

頁
)
か
ら
成
る
。
文
一
軍
は
段
落
を
分
か
た
ず
績
け
ざ
ま
に
書
い
て
い
る
。
蒙
古

文
字
の
設
一
音
を
表
わ
す

n
や

T
の
黙
の
如
き
は
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
事
は
古
い
蒙
古
書
鐙
の
特
徴
を
遺
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

撰
者
が
そ
の
執
筆
の
信
用
に
利
用
し
た
資
料
と
し
て
は
、
珠
築
箆
氏
の
序
文

(五

1
七
頁
)
に
依
れ
ば
、
俸
記
の
記
事
に
基
い
て
二
種
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

一
種
は
、
撰
者
自
身
の
見
聞
し
た
類
で
あ
る
。
他
の
一
穫
は
、
ウ
ラ
ン
H

タ
ン

ガ
リ
ク
H

ダ
ユ
ン
l

ヒ
ヤ
の
著
述

(
d
gロ
窓
口
呉
氏
一
日
、
含
可
己
ロ

r《
'ml三口

〕

O
E苫
『
包
ロ
〉
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ン
に
は

義
理
の
子
に
嘗
た
り
、
『
高
暦
武
功
録
』
俺
答
列
停
中
に
活
躍
を
傍
え
ら
れ
る

恰
台
吉
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
比
定
は
十
分
な
論
援
を
奉
げ
て
説
得
力
に

富
む
も
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
人
物
の
著
述
な
る
も
の
は
今
日
ま
で
設
見
さ
れ

て
い
な
い
。

本
博
記
の
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
記
述
の
順
に
次
の
六
項
に
分
類
さ
れ
、

而
し
て
各
項
共
年
を
追
っ
て
絞
述
さ
れ
て
い
る
(
劉
論
文
に
擦
る
〉
。

(
一
)
チ
ン
ギ
ス
l

ハ
ガ

ン
以
来
、
蒙
古
地
方
へ
の
例
数
弘
通
の
略
史

つ
一
)
ダ
ヤ
ン
1

ハ
ガ
ン
の
略
侍

(
一
二
)
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ン
の
生
涯

(
四
)
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ン
の
子
ド
ウ
グ
レ
ン

u
セ
ン
ゲ
の
世

(
五
)
ア
ル
タ
ン
1

ハ
ガ
ン
の
孫
ナ
ム
タ
イ

u
セ
チ
ェ

ン
!
ホ

ン
タ
イ
ジ
の

世
(
六
〉
隊
語

内
容
上
、
本
俸
記
の
中
心
部
分
を
成
す
の
が
公
二
〉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ソ
の
生
涯
の
事
蹟
を
編
年
陸
で
詳
細

に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
述
の
如
く
、
本
臨
時
記
は
韻
文
健
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
頭
韻
を
踏
ん
だ
四
行
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詩
が
基
本
型
で
あ
る
。
但
し
抄
本
で
は
段
落
を
分
か
た
ず
綾
け
ざ
ま
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
珠
祭
嘆
氏
は
校
注
翻
刻
版
に
お
い
て
段
落
を
分
け
、
し
か

も

n
や

T
の
黙
を
付
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
御
蔭
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
頗
る
讃

み
易
い
も
の
と
な
っ
た
。
付
注
も
又
組
蓄
を
傾
け
た
も
の
で
、
そ
の
数
質
に
三

百
七
十
徐
僚
に
上
り
、
い
ず
れ
も
適
切
に
し
て
有
盆
で
あ
る
。

一
例
を
泰
げ
る

と
、
本
テ
キ
ス
ト
に
左
の
如
き
一
節
(
一
一一
九
1

四
O
頁
〉
が
あ
る
。

ror冊
目
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mw
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円
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ロ
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円
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O
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吋白山防円，
ω
E
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広
告
B
E
'o
roro
』

O
ロ
吉
〕
広
t
m
m
M
g
g
四
四
一
宮
古
『
師
自

由〕ミ
ロ・

〈
青
馬
の
年
に
、
そ
の
後
メ
ル
ゲ
ン
l

ジ
ノ
ン
、
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ン
雨

人
は
、

出
動
し
た
大
軍
を
率
い
て

シ
ン
フ
ラ
を
越
え
て
行
軍
し
、

車
円
海
の
グ
ル
バ
ル
ジ

γ
と
い
う
名
の
地
に
ウ
イ
グ
ト
を
征
伐
し
て
、

表
皮
の
ご
つ
ご
つ
し
た
青
羊
の
年
に
、
卒
穏
無
事
に
凱
旋
し
た
。
)

注
轄
に
概
ね
次
の
よ
う
に
言
う
。

青
馬
の
年
は
甲
午
の
年
、
嘉
靖
十
三
年
(
一
五
三
四
年
〉
に
、

車
円
羊
の
年

は
乙
未
の
年
、
嘉
続
十
四
年
(
一
五
三
五
年
〉
に
嘗
た
る
。
グ
ル
バ
ル
ジ

ン
は
漢
語
で
三
角
城
と
言
い
、
今
の
青
海
省
海
委
豚
治
で
あ
る
。
『
世
宗
貫

録
』
嘉
靖
十
五
年
正
月
〔
丙
子
〕
に
、
線
制
限
西
三
遊
尚
書
唐
龍
は
、
メ

ル
ゲ
ン
l

ジ
ノ
ン
、
ア
ル
タ

ン
l

ハ
ガ
ン
等
の
こ
の
度
の
西
征
に
就
い
て

回
顧
し
て
、
「
先
年
虜
信
吉
嚢
等
。
:
:
:
乃
別
遁
五
蔦
騎
。
由
野
馬
川
渡

河
。
径
入
西
海
。
製
破
亦
不
刺
答
。
牧
其
部
落
大
半
。
惟
ト
見
張
所
領
徐

衆
院
走
。
此
以
夷
攻
夷
。
誠
中
園
之
利
也
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

向
こ
こ
に
見
え
る
シ
ン
フ
ラ
は
ア
ル
タ
ン
l

ハ
ガ
ン
が
西
征
の
際
必
ず
通
過

し
た
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
も
別
の
箇
所
で
言
う
。

亦
シ
ン
フ
ル

3
5
2ロ
円
)
と
も
記
す
。
烏
位
特
中
后
聯
合
旗
の
新
忽
熱

公
社

3
5
2日
包
問
。

E
C
附
近
を
指
す
。
シ
ン
フ
ラ
を
越
え
た
と
言

う
の
は
、
シ
ン
プ
ル
の
地
を
経
て
西
部
陰
山

(
O
B
R巳
兵
三
国
〉
を
越

え
た
の
を
言
う
の
で
あ
る
。
(
三
六
頁
注
③
〉

こ
う
し
た
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
注
四
押
は
買
に
周
到
で
あ
り
、
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

校
注
翻
刻
版
に
就
い
て
注
文
を
一
つ
だ
け
つ
け
る
と
、
本
文
中
に
抄
本
の
頁

数
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
が
な
い
の
で
、
影
印
版
と

の
封
照
が
頗
る
不
便
を
来
た
し
て
い
る
。
出
向
本
文
第
一
八
三
頁
中
の
左
の
文
章

は
恰
か
も
原
文
か
の
如
く
に
組
ま
れ
て
い
る
が
、
校
注
者
の
注
記
で
あ
る
か
ら

欄
外
に
出
し
た
方
が
良
い
。

《
閉山
E
g
F
Z
E
B白
-
5
5
5
2
L
E円
D
円
C
2
ZV
と
言
う
本
奮
は
、
錫

林
郭
勧
盟

(ω
苧
ヨ
ロ

30-
ミ
吉
田
『
〉
の
西
烏
珠
穆
泌
旗

9
m
g『
E

E
Z自民間
5
』
O

巴『
EE〉
の
王
府
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
有
る
西
烏

珠
穆
泌
旗
の
王
公
の
家
の
世
襲
〔
の
記
事
〕
は
、
西
烏
珠
穆
泌
旗
の
人
が

本
書
の
末
尾
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
貨
で
あ
る
。
こ
れ
は

本
書
と
閥
係
の
な
い
類
で
は
あ
る
が
、
一
頁
分
だ
け
な
の
で
、
こ
の
後
に

付
し
た
。

こ
の
記
事
か
ら
、
本
侍
記
抄
本
は
西
烏
珠
穆
泌
旗
の
王
家
に
代
代
俸
え
ら
れ

て
来
た
も
の
で
あ
る
と
察
せ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
影
印
版
に
就
い
て
意
見
を
述
べ
る
と
、
そ
の
質
寸
法
(
一
五
×
九
・

七
糎
)
が
小
さ
い
上
、
用
紙
も
あ
ま
り
上
質
で
な
い
た
め
、
文
字
の
剣
讃
に
苦

し
む
箇
所
が
少
な
く
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
本
書
自
鐙
を
B
5
刷
円
程
度
に
し
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で
あ
っ
た
ら
、
影
印
版
も
こ
れ
に
伴
っ
て
調
み
易
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。『阿

佐
坦
汗
停
』
は
明
代
蒙
古
史
書
中
の
白
眉
で
あ
る
。
今
後
の
明
代
蒙
古
史

研
究
も
こ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
最
早
立
ち
行
か
な
い
と
す
ら
思
わ
れ
る
。
わ
れ

わ
れ
蒙
古
史
筆
徒
に
と
っ
て
い
わ
ば
幻
の
書
で
あ
っ
た
こ
の
史
警
が
珠
柴
暖
氏

の
粒
粒
辛
苦
の
御
蔭
で
つ
い
に
公
刊
に
到
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
に
改
め
て
同
氏
の
傍
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

】

E
S

口問
『、
mMr-コロ〕
E

S
〕ヱ
F
EZ-
ωrmf
開
三
宮
己
円
ロ
ロ
ロ
ヨ
包
一
口角川
『
巾円
E

凹

E
C円
D
『D
凹

FE
-
N
h
3
2
C
E
E
Eロ
ロ
宮
豆
町
一

5
A
2
q
p

出
。
開
。
〕
U
M
m
-

】
也∞仏
・

荘
吉
瑳
著

故
宮
憎
案
述
要

神

夫

田

私
は
数
年
前
に
「
清
代
史
の
研
究
と
楢
案
」
〈
『
駿
送
史
皐
』
第
五
十
放
所
載
)

と
題
す
る
一
文
を
草
し
、

一
九
八

O
年
頃
ま
で
の
清
朝
の
楢
案
の
整
理
状
況
と

そ
の
公
刊
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
最
近
に
お
け
る
明

清
、
特
に
清
代
の
捲
案
の
公
刊
と
利
用
は
ま
こ
と
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
北

京
の
中
圏
第
一
歴
史
槍
築
館
に
枚
蔵
さ
れ
て
い
る
、

一
千
高
件
に
上
る
と
い
わ

れ
る
楢
案
は
、
着
々
と
整
理
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
昨
一
九
八
四
年
十

二
月
に
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
清
史
問
題
』
(
の
r・5
ml佐
子
唱

Z
A--)第
五

巻
第
二
掛
川
に
は
、

ハ
l
ヴ
ァ

1
ド
大
暴
の
ク
l
ソ
(
司
・
〉・

同ハロ
7
3
)

氏
が
周

館
の
出
版
計
到
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
一

九
八
二
年

二
月
に
は
、
同
館
と
南
京
の
第
二
歴
史
捲
案
館
を
主
緋
者
と
し
て
、
『
歴
史
稽

案』

と
題
す
る
歴
史
鰭
案
専
門
の
季
刊
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
毎

鋭
各
種
の
歴
史
槍
案
が
句
讃
を
附
け
て
排
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
例
え
ば

遼
寧
省
捲
案
館
所
蔵
の
淵
文
の
「
黒
困

(
7
0

Z
〉
楢
」
が
関
嘉
緑
、
王
侃
環
雨

氏
に
よ
っ
て
漢
議
さ
れ
、
新
刊
の
『
清
史
資
料
』
第
五
輯
に
掲
載
さ
れ
る
な

ど
、
ま
さ
に
臨
応
援
に
還
な
い
有
様
で
あ
る
。

一
方
、
蓋
濁
に
お
い
て
も
清
代
の
檎
案
の
整
理
と
公
刊
は
相
愛
ら
ず
盛
ん

で
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
現
存
の
清
代
法
制
楢
案
を
長
年
に
わ
た
っ

て
研
究
し
て
き
た
張
偉
仁
氏
は
、

一
九
八
三
年
九
月
『
清
代
法
制
研
究
』
三
加

を
出
版
し
、
巻
頭
に
二
十
七
種
の
楢
案
の
原
色
潟
民
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
百

五
十
六
種
の
楢
案
を
排
印
し
て
詳
し
い
注
緯
を
施
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、

若一
湾
で
最
も
大
量
に
清
代
の
機
案
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

套
北
の
故
宮
博
物
院
で
あ
る
。
こ
の
檎
案
は
が
ん
ら
い
古
く
一
九
一
一
一
一
一
一
年
、
北

京
の
故
宮
博
物
院
か
ら
南
遜
し
た
文
献
館
の
も
の
で
、
南
港
蛍
初
は
三
千
七
百

徐
箱
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
蓋
濁
に
は
僅
か
二
百
四
箱
し
か
存
在
し
な
い
。

た
だ
そ
れ
で
も
各
種
類
に
わ
た
っ
て
重
要
な
捲
案
が
含
ま
れ
て
い
る
う
え
、
大

閥
次
な
分
量
で
、
四
十
寓
件
に
上
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
私
も
曾
っ
て
同
院
の
倉

庫
内
に
堆
高
く
積
ま
れ
て
い
る
木
箱
を
瞥
見
し
、
除
り
の
多
さ
に
驚
嘆
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
。

韮
掛
円

へ
淫
さ
れ
た
故
宮
の
文
物
は
、
初
め
は
蓋
中
市
の
郊
外
の
霧
峯
北
溝
に

置
か
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
一
九
六
五
年
に
喜
一
北
市
の
郊
外
の
士
林
外
製
渓
に

建
物
が
新
築
さ
れ
る
と
、
す
べ
て
こ
こ
に
引
移
さ
れ
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
橋

案
の
整
理
は
、
夙
く
蓋
中
時
代
か
ら
一
部
始
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
や
は
り
蓋
北
に
移
っ
て
か
ら
で
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